
 

10 

美  術  科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

  

・感受性豊かな心をもった生徒 

・自由な発想力のある生徒 

・あきらめず最後までやりぬく力をもった生徒 

  

・生徒が進んで、授業に取り組んでいる意識をもたせる。 

・生徒が自由に質問・発言のできる機会を多くつくる。 

 

 ○ 自ら作り出す欲求や、表現したい気持ち、自由な発想の能力を育成することが課題である。 

○ 作品を表現して他者に伝えたり、感想をまとめたりする言語活動を充実させ、よりよい制作に 

つなげることが必要である。 

≪本校で検討した言語活動例≫ 

    感じ取る力や思考する力を一層豊かにするために、自分の思いを伝え互いに批評する活動 

  

・進度表を活用することにより、目標をもち、計画的に授業に取り組む生徒が増えた。 

・互いの意見を聞くことで、新たなアイデアや作業方法を考える上での一助となり、意欲をもって 

作品作りに取り組むようになった。 

   

 

美術科の目指す生徒像 

～ 研 究 の 成 果 ～ 

授業評価における課題 

言語活動における課題 
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